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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 抵 抗 発 熱 体 が 埋 設 さ れ た セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 に 接 合 さ れ た 中 空 の セ ラ ミ ッ ク  
シ ャ フ ト と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 周 面 を 伝 う よ う に 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 導 電 膜 と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の 前 記 ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 か ら 前 記 抵 抗 発 熱 体 の 端 子  
に 達 す る よ う に 設 け ら れ 、 底 面 に 前 記 端 子 の 下 面 が 露 出 す る と 共 に 側 面 に 前 記 導 電 膜 の 表  
面 が 露 出 す る 凹 部 と 、
　 前 記 凹 部 に 充 填 さ れ 、 前 記 端 子 の 下 面 と 前 記 導 電 膜 の 表 面 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 部  
材 と 、
　 を 備 え た シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 抵 抗 発 熱 体 は 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の 複 数 の ゾ ー ン の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て お  
り 、
　 前 記 端 子 は 、 前 記 抵 抗 発 熱 体 ご と に ２ つ ず つ 独 立 し て 設 け ら れ 、
　 前 記 導 電 膜 は 、 前 記 抵 抗 発 熱 体 ご と に ２ つ ず つ 独 立 し て 設 け ら れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 導 電 膜 及 び 前 記 接 続 部 材 は 、 絶 縁 膜 に 覆 わ れ て い る 、

請求項の数　4　（全7頁）
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　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 エ ア ロ ゾ ル デ ポ ジ シ ョ ン 膜 又 は 溶 射 膜 で あ る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 半 導 体 ウ エ ハ の 搬 送 、 露 光 、 Ｃ Ｖ Ｄ な ど の 成 膜 プ ロ セ ス や 、 洗 浄 、 エ ッ チ ン グ 、  
ダ イ シ ン グ な ど の 微 細 加 工 に お い て は 、 ウ エ ハ を 保 持 す る シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ  
が 使 用 さ れ る 。 こ う し た シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ と し て 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に  
、 抵 抗 発 熱 体 が 埋 設 さ れ た セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト と 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と  
は 反 対 側 の 面 に 接 合 さ れ た 中 空 の セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト と 、 セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 周 壁 面  
を 上 下 方 向 に 延 在 す る よ う に 形 成 さ れ た 導 電 膜 と 、 抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と を 電 気 的 に 接 続  
す る ワ イ ヤ と を 備 え た も の が 開 示 さ れ て い る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ６ ２ ８ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と は ワ イ ヤ に よ っ て 接 続 さ れ て い る た め 、 抵 抗 発 熱  
体 と 導 電 膜 と の 電 気 的 接 続 の 信 頼 性 が 低 か っ た 。 具 体 的 に は 、 製 造 時 や 使 用 時 に お い て 、  
抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と を 繋 ぐ ワ イ ヤ が 外 れ る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と  
の 電 気 的 接 続 の 信 頼 性 を 高 く す る こ と を 主 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ は 、
　 抵 抗 発 熱 体 が 埋 設 さ れ た セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 に 接 合 さ れ た 中 空 の セ ラ ミ ッ ク  
シ ャ フ ト と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 周 面 を 伝 う よ う に 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 導 電 膜 と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の 前 記 ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 か ら 前 記 抵 抗 発 熱 体 の 端 子  
に 達 す る よ う に 設 け ら れ 、 底 面 に 前 記 端 子 の 下 面 が 露 出 す る と 共 に 側 面 に 前 記 導 電 膜 の 表  
面 が 露 出 す る 凹 部 と 、
　 前 記 凹 部 に 充 填 さ れ 、 前 記 端 子 の 下 面 と 前 記 導 電 膜 の 表 面 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 部  
材 と 、
　 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ で は 、 接 続 部 材 は 凹 部 に 充 填 さ れ て い る 。 凹 部 の 底  
面 に は 端 子 の 下 面 が 露 出 し 、 凹 部 の 側 面 に は 導 電 膜 の 表 面 が 露 出 し て い る 。 接 続 部 材 は 、  
抵 抗 発 熱 体 の 端 子 の 下 面 と 面 接 触 す る と 共 に 、 導 電 膜 の 表 面 に 面 接 触 し て い る 。 そ の た め  
、 抵 抗 発 熱 体 の 端 子 と 導 電 膜 と を ワ イ ヤ で 接 続 す る 場 合 に 比 べ て 、 抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と  
の 電 気 的 接 続 の 信 頼 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ に お い て 、 前 記 抵 抗 発 熱 体 は 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク  
プ レ ー ト の 複 数 の ゾ ー ン の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て お り 、 前 記 端 子 は 、 前 記 抵 抗 発 熱 体 ご と  
に ２ つ ず つ 独 立 し て 設 け ら れ 、 前 記 導 電 膜 は 、 前 記 抵 抗 発 熱 体 ご と に ２ つ ず つ 独 立 し て 設  
け ら れ て い て も よ い 。 抵 抗 発 熱 体 に 給 電 す る た め の ロ ッ ド を セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 部 空  
間 に 配 置 す る 場 合 に は 、 ロ ッ ド の 本 数 が 制 限 さ れ 、 そ れ に 伴 い 抵 抗 発 熱 体 の 数 も 制 限 さ れ  
る が 、 こ こ で は ロ ッ ド の 代 わ り に 導 電 膜 を 用 い て い る た め 、 よ り 多 く の 抵 抗 発 熱 体 に 対 応  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ に お い て 、 前 記 導 電 膜 及 び 前 記 接 続 部 材 は 、 絶  
縁 膜 に 覆 わ れ て い て も よ い 。 こ う す れ ば 、 導 電 膜 や 接 続 部 材 が 他 の 金 属 部 材 な ど と 接 触 し  
て 短 絡 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ う し た 絶 縁 膜 は 、 エ ア ロ ゾ ル デ ポ ジ シ ョ  
ン （ Ａ Ｄ ） 膜 又 は 溶 射 膜 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ の 底 面 図 。
【 図 ４ 】 別 の 実 施 形 態 の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ の 縦 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の  
シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト と 、 セ ラ ミ  
ッ ク シ ャ フ ト と 、 導 電 膜 と 、 凹 部 （ 図 ２ 参 照 ） と 、 接 続 部 材 と を 備 え て い る 。 セ ラ ミ ッ ク  
プ レ ー ト に は 、 Ｒ Ｆ 電 極 及 び 抵 抗 発 熱 体 が 埋 設 さ れ て い る 。 Ｒ Ｆ 電 極 は 、 プ ラ ズ マ を 発 生  
さ せ る 際 に 高 周 波 電 圧 が 印 加 さ れ る 電 極 で あ る 。 Ｒ Ｆ 給 電 ロ ッ ド は 、 セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト  
の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 か ら Ｒ Ｆ 電 極  
に 接 合 さ れ て い る 。 抵 抗 発 熱 体 は 、 通 電 さ れ る と セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト を 加 熱 す る 。 本 実 施  
形 態 で は 、 抵 抗 発 熱 体 は 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の 複 数 （ ３ つ ） の ゾ ー ン の そ れ ぞ れ に 設 け  
ら れ て い る 。 端 子 は 、 抵 抗 発 熱 体 ご と に ２ つ ず つ 独 立 し て 設 け ら れ て い る 。 セ ラ ミ ッ ク シ  
ャ フ ト は 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と は 反 対 側 の 面 に ダ イ レ ク ト ボ ン デ ィ ン グ  
に よ り 接 合 さ れ た 中 空 シ ャ フ ト で あ る 。 導 電 膜 は 、 セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 周 面 を 伝 う よ  
う に 軸 方 向 （ 上 下 方 向 ） に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 導 電 膜 は 、 印 刷 や め っ き な ど で 形 成 し  
て も よ い し 、 Ａ Ｄ 法 、 溶 射 法 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 、 Ｐ Ｖ Ｄ 法 な ど で 成 膜 し て も よ い 。 導 電 膜 は 、 抵  
抗 発 熱 体 ご と に ２ つ ず つ 設 け ら れ て い る 。 凹 部 は 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト の ウ エ ハ 載 置 面 と  
は 反 対 側 の 面 か ら 抵 抗 発 熱 体 の 端 子 に 達 す る よ う に 設 け ら れ た Ｕ 字 溝 で あ る （ 図 ３ 参 照 ）  
。 凹 部 の 底 面 に は 、 端 子 の 下 面 が 露 出 し て い る 。 凹 部 の 側 面 に は 、 導 電 膜 の 表 面 が 露 出 し  
て い る 。 接 続 部 材 は 、 凹 部 に 充 填 さ れ 、 抵 抗 発 熱 体 の 端 子 の 下 面 と 導 電 膜 の 表 面 と を 電 気  
的 に 接 続 し て い る 。 接 続 部 材 は 、 凹 部 に 配 置 し た ロ ウ 材 を 溶 融 し た あ と 固 化 し た も の で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の シ ャ フ ト 付 き セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ で は 、 接 続 部 材 は 凹 部 に 充 填  
さ れ て い る 。 凹 部 の 底 面 に は 端 子 の 下 面 が 露 出 し 、 凹 部 の 側 面 に は 導 電 膜 の 表 面 が 露 出 し  
て い る 。 接 続 部 材 は 、 抵 抗 発 熱 体 の 端 子 の 下 面 と 面 接 触 す る と 共 に 、 導 電 膜 の 表 面 に 面 接  
触 し て い る 。 そ の た め 、 抵 抗 発 熱 体 の 端 子 と 導 電 膜 と を ワ イ ヤ で 接 続 す る 場 合 に 比 べ て 、  
抵 抗 発 熱 体 と 導 電 膜 と の 電 気 的 接 続 の 信 頼 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 抵 抗 発 熱 体 に 給 電 す る た め の ロ ッ ド を セ ラ ミ ッ ク シ ャ フ ト の 内 部 空 間 に 配 置 す る  
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場 合 に は 、 ロ ッ ド の 本 数 が 制 限 さ れ 、 そ れ に 伴 い 抵 抗 発 熱 体 の 数 も 制 限 さ れ る が 、 こ こ で  
は ロ ッ ド の 代 わ り に 導 電 膜 を 用 い て い る た め 、 よ り 多 く の 抵 抗 発 熱 体 に 対 応 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 導 電 膜 及 び 接 続 部 材 の 表 面 を 、 絶 縁 膜  
で 覆 う よ う に し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 導 電 膜 や 接 続 部 材 が 他 の 金 属 部 材 な ど と 接 触 し て  
短 絡 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。 絶 縁 膜 は 、 エ ア ロ ゾ ル デ ポ ジ シ ョ ン （ Ａ Ｄ ）  
膜 又 は 溶 射 膜 で あ る こ と が 好 ま し い 。 特 に 、 Ａ Ｄ 法 （ プ ラ ズ マ Ａ Ｄ 法 を 含 む ） は 、 微 細 な  
セ ラ ミ ッ ク 粒 子 の 薄 い 膜 を 精 度 よ く 形 成 す る の に 適 し て い る 。 ま た 、 Ａ Ｄ 法 は 、 衝 撃 固 化  
現 象 で セ ラ ミ ッ ク 粒 子 を 成 膜 す る こ と が で き る た め 、 セ ラ ミ ッ ク 粒 子 を 高 温 で 焼 結 す る 必  
要 が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト に は 、 静 電 電 極 が 埋 設 さ れ て い て も よ  
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ １ ９ 年 ７ 月 １ ６ 日 に 出 願 さ れ た 日 本 国 特 許 出 願 第 ２ ０ １ ９ － １ ３ ０ ９ ０  
５ 号 を 優 先 権 主 張 の 基 礎 と し て お り 、 引 用 に よ り そ の 内 容 の 全 て が 本 明 細 書 に 含 ま れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 半 導 体 ウ エ ハ の 搬 送 、 露 光 、 Ｃ Ｖ Ｄ な ど の 成 膜 プ ロ セ ス や 、 洗 浄 、 エ  
ッ チ ン グ 、 ダ イ シ ン グ な ど の 微 細 加 工 に 利 用 可 能 で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】



10

JP 7240499 B2 2023.3.15(7)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２００７－１７３８２８（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－１６２８７８（ＪＰ，Ａ）
特表２００６－５１７７４０（ＪＰ，Ａ）
特表２０１６－５３６８０３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１７５８８３（ＪＰ，Ａ）
特開２００９－１８２１３９（ＪＰ，Ａ）
特開２００６－４９５６８（ＪＰ，Ａ）
特開２００９－１１１００５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０１Ｌ    ２１／６８３
Ｈ０１Ｌ    ２１／０２
Ｈ０５Ｂ      ３／０２
Ｈ０５Ｂ      ３／７４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

